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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタン設備に用いられる添加剤調量装置において、
－交換可能なカートリッジ（１０）と、該カートリッジ（１０）に連結可能な駆動モジュ
ール（１２）とが設けられており、カートリッジ（１０）が、
－－添加剤のための容器（１４）を有しており、
－－容器（１４）に圧縮空気を供給するための装置（１６，１８，２０）を有しており、
該装置が、圧力供給装置に接続可能であり、
－－駆動装置なしのピストン調量装置（２６）を有しており、該ピストン調量装置（２６
）が、容器（１４）に接続されているかまたは接続可能であり、搬出ノズル（４０）に接
続されているかまたは接続可能であり、駆動モジュールに解離可能に連結可能であり、こ
れによって、該駆動モジュールが、ピストン調量装置を運転するために使用されているこ
とを特徴とする、ポリウレタン設備に用いられる添加剤調量装置。
【請求項２】
　駆動モジュールが、電気的にまたはハイドロリック的に駆動されている、請求項１記載
の添加剤調量装置。
【請求項３】
　電気的な駆動の場合に回転モータが設けられており、該回転モータが、伝動装置に連結
されており、これによって、回転運動が、ピストン調量装置のピストンに対する線形運動
に変換されるようになっている、請求項２記載の添加剤調量装置。
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【請求項４】
　容器（１４）が、二重壁の温度調整容器として形成されていて、温度調整装置に接続可
能である、請求項１から３までのいずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項５】
　容器（１４）が、二重壁の温度調整容器として形成されており、温度調整ユニットが、
カートリッジ内に収容されていて、容器に該容器の温度調整のために結合されている、請
求項１から３までのいずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項６】
　カートリッジヒータが、加熱装置として容器（１４）内に挿入可能であるかまたは挿入
されている、請求項１から３までのいずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項７】
　温度フィーラが、容器（１４）内に組み込まれているかまたは挿入可能である、請求項
１から６までのいずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項８】
　カートリッジ（１０）を取り付けるための保持装置（１７）を備えたカートリッジ取付
け部が設けられている、請求項１から７までのいずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項９】
　容器（１４）内に撹拌機構が設けられており、該撹拌機構が、ニューマチック式の駆動
装置によって運転可能であり、該ニューマチック式の駆動装置が、圧力供給装置に接続さ
れているかまたは接続可能である、請求項１から８までのいずれか１項記載の添加剤調量
装置。
【請求項１０】
　全ての電気的なシステムの接続部に対して、カートリッジ（１０）にただ１つのコネク
タが設けられている、請求項１から９までのいずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項１１】
　前記システムがセンサである、請求項１０記載の添加剤調量装置。
【請求項１２】
　少なくとも１つのレベルスイッチ（２２）が設けられている、請求項１から１１までの
いずれか１項記載の添加剤調量装置。
【請求項１３】
　媒体管路が、急速継手を有しており、該急速継手によって、外部の装置が、カートリッ
ジ（１０）に接続可能である、請求項１から１２までのいずれか１項記載の添加剤調量装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリウレタン設備に用いられる添加剤調量装置に関する。
【０００２】
　ポリウレタン設備では、従来、二種類の反応性の成分（たとえばポリオールおよびイソ
シアネート）が混合ヘッド内で完全に互いに混合され、その後、互いに混合された反応性
の成分が硬化する形で搬出される。幾つかの使用事例では、混合ヘッドにさらに付加的な
添加剤が供給される。この添加剤は反応性の成分の混合物に添加される。当然ながら、添
加剤は、すでに混合ヘッドの前方で一方の成分に供給されてもよい。
【０００３】
　このような添加剤の添加に対する例として、着色剤調量装置を挙げることができる。こ
のような着色剤調量装置では、たとえば搬出量に２％の着色剤が添加される。
【０００４】
　添加剤、たとえば着色剤のこのような添加のために、固有の添加ユニットが知られてい
る。このような固有の添加ユニットの１つの例は、図４および図５からフローチャート（
図４）でかつ斜視的な写真図（図５）で知ることができる。この添加ユニットは、一般的
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に、添加剤の供給のために必要となる、添加剤容器もしくは着色剤容器を含む全ての部材
を有している。したがって、図４から、詳細を詳しく説明することなしに、着色剤容器１
００に圧縮空気供給部が対応配置されており、この圧縮空気供給部が、外部の圧縮空気源
に接続されているかまたは接続可能である圧縮空気管路を介して容器内部に圧縮空気を供
給し、これによって、そこで、容器が連続的に空にされる場合でも、容器内のコンスタン
トな圧力状況を保証することができ、搬出を確保することができることを知ることができ
る。
【０００５】
　容器１００を二重壁の容器として形成することが知られている。この場合、二重壁の間
の室には、温度調整機器１０４を介して温度調整流体が供給され、したがって、着色剤が
所望の温度に保持される。
【０００６】
　さらに、容器１００内には、撹拌機構が配置されている。この撹拌機構は着色剤を連続
的に掻き混ぜる。容器に対して別個にピストン・シリンダ調量ユニット１０６が配置され
ている。このピストン・シリンダ調量ユニット１０６のシリンダ室は容器内部に流れ接続
されているかまたは流れ接続可能である。ピストン・シリンダ調量ユニット１０６のピス
トンは駆動装置１１０によって操作される。この駆動装置１１０には、駆動装置用ハイド
ロリック装置１０８を介してハイドロリック流体が供給される。添加装置の運転時には、
着色剤容器が充填され、圧力下におかれる。たとえば２５０ｂａｒの運転圧でのピストン
・シリンダ調量ユニットの操作によって、混合ヘッドに適宜な着色剤量を供給することが
できる。
【０００７】
　図５から分かるように、自給的なハイドロリック装置を備えた添加ユニットは制御キャ
ビネットを含めてパレットに固定されて形成されている。この設備の問題は、いま、着色
剤交換時に装置が完全に交換されなければならないかまたは設備内の着色剤が交換されな
ければならないことにある。後者の場合には、着色剤容器を開放し、着色剤を取り出し、
容器を清掃し、着色剤に接触させられた全ての構成部材を洗浄しかつ清掃することが必要
となる。この過程は時間を要求し得る。
【０００８】
　しかし、今日の時点では、迅速な着色剤交換を行うことができるようにすることがます
ます多く必要となる。このためには、予め知られている添加装置の場合、あらゆる着色剤
に対して複数の添加装置が使用されなければならない恐れがある。
【０００９】
　本発明の課題は、この問題を解決するために、特に添加剤の頻繁な交換時でも、大きな
組換え・清掃作業が行われる必要がないようにすることである。
【００１０】
　この課題を解決するために本発明の構成では、交換可能なカートリッジと、該カートリ
ッジに連結可能な駆動モジュールとが設けられており、カートリッジが、添加剤のための
容器を有しており；容器に圧縮空気を供給するための装置を有しており、該装置が、圧力
供給装置に接続可能であり；駆動装置なしのピストン調量装置を有しており、該ピストン
調量装置が、容器に流れ接続されているかまたは流れ接続可能であり、搬出ノズルに接続
されているかまたは接続可能であり、駆動モジュールに解離可能に連結可能であり、これ
によって、該駆動モジュールが、ピストン調量装置を運転するために使用されているよう
にした。
【００１１】
　本発明の有利な構成によれば、駆動モジュールが、電気的にまたはハイドロリック的に
駆動されている。
【００１２】
　本発明の有利な構成によれば、電気的な駆動の場合に回転モータが設けられており、該
回転モータが、伝動装置に連結されており、これによって、回転運動が、ピストン調量装
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置のピストンに対する線形運動に変換されるようになっている。
【００１３】
　本発明の有利な構成によれば、容器が、二重壁の温度調整容器として形成されていて、
温度調整装置に接続可能である。
【００１４】
　本発明の有利な構成によれば、容器が、二重壁の温度調整容器として形成されており、
温度調整ユニットが、カートリッジ内に収容されていて、容器に該容器の温度調整のため
に結合されている。
【００１５】
　本発明の有利な構成によれば、カートリッジヒータが、加熱装置として容器内に挿入可
能であるかまたは挿入されている。
【００１６】
　本発明の有利な構成によれば、温度フィーラが、容器内に組み込まれているかまたは挿
入可能である。
【００１７】
　本発明の有利な構成によれば、カートリッジを取り付けるための保持装置を備えたカー
トリッジ取付け部が設けられている。
【００１８】
　本発明の有利な構成によれば、容器内に撹拌機構が設けられており、該撹拌機構が、ニ
ューマチック式の駆動装置によって運転可能であり、該ニューマチック式の駆動装置が、
圧力供給装置に接続されているかまたは接続可能である。
【００１９】
　本発明の有利な構成によれば、全ての電気的なシステム、たとえばセンサの接続部に対
して、カートリッジにただ１つのコネクタが設けられている。
【００２０】
　本発明の有利な構成によれば、少なくとも１つのレベルスイッチが設けられている。
【００２１】
　本発明の有利な構成によれば、媒体管路が、急速継手を有しており、該急速継手によっ
て、外部の装置が、カートリッジに接続可能である。
【００２２】
　本発明の基本思想は、交換可能なカートリッジを有する添加剤調量装置を提供すること
にある。この場合、カートリッジ自体は駆動装置なしに形成されているものの、その他の
点では、主要な部材、たとえば容器、配管の少なくとも一部、ピストン調量装置等を有し
ている。カートリッジには、ピストン調量装置を操作するための駆動モジュールを取り付
けることができる。この駆動モジュールは、場合により、カートリッジのための取付け装
置にも連結されているかまたは連結可能である。さらに、カートリッジは、容器を圧力供
給装置に接続するための相応の管路と装置とを有している。有利には、このような管路は
、外部のエレメントに接続することができ、急速継手を装備しており、これによって、相
応の接続部が急速に形成可能となるかまたは分離可能となる。また、容器と搬出ノズルと
の間の流れ状況が形成されていてもよいかまたは形成されてもよい。
【００２３】
　相応のカートリッジを備えたこのような調量装置の使用時には、添加剤、たとえば着色
剤がすでに容器内に配置されている。この場合、カートリッジは、たとえばカートリッジ
取付け部内に挿入され、有利には急速継手によって圧縮空気もしくは混合ヘッドに接続さ
れる。その後、駆動モジュールがピストン調量装置に載着されるかまたはピストン調量装
置に作用結合される。これらの作業は比較的短い期間で済ませることができる。
【００２４】
　カートリッジを外部のエレメントに接続しかつ駆動モジュールを載着した後、設備は運
転準備されている。着色剤を交換したい場合には、相応の接続部が解離され、カートリッ
ジが取り外され得る。次いで、（たとえば別の着色剤を備えた）新たなカートリッジが挿
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入され、この新たなカートリッジが迅速に再び所要の媒体、供給部または管路に接続され
得る。したがって、このような着色剤交換もしくは添加剤交換を短い時間内で実現するこ
とができる。仮に１つのカートリッジのストックが使い果たされたとしても、このカート
リッジを簡単に新たなカートリッジに置き換えることができる。
【００２５】
　本発明の特別な利点は、添加剤、たとえば着色剤に接触させられるエレメントが完全に
カートリッジ内に組み込まれているかまたはカートリッジに接続されていることに見るこ
とができる。これに相俟って、混合ヘッドに通じる着色剤管路もしくは混合ヘッドに用い
られる着色剤ノズルに通じる着色剤管路もさらにカートリッジに対応配置され、最適な構
成では、混合ヘッドに設けられた数ミリメートルの長さの通路自体しか、カートリッジの
交換時にこれまでの着色剤で「汚染」されておらず、場合により、通路が洗浄されさえす
ればよいことが示唆され得る。選択的に、引き続き製造される最初の製品が変色に基づき
スクラップ部分として処理され、廃棄されてもよい。
【００２６】
　ピストン調量装置のための駆動モジュールは電気的なモジュールとして備え付けること
ができ、これによって、機械全体または設備全体の相応の給電部および制御部へのただ１
つの接続部しか必要とならない。さらに、容器を廉価に形成することができ、これによっ
て、容器を容易に充填しかつクリーニングすることができる。
【００２７】
　調量設備全体はコンパクトな寸法を有している。廉価な構成では、ただ１つのインタフ
ェースによって、全ての媒体の供給部または全ての電気的な接続体に対する接続部を（た
とえば１つのコネクタを介して）形成することができる。この限りにおいて、カートリッ
ジは容器とピストン調量装置とを有している。さらに、吸込み弁と、シリンダ空気抜き部
と、レベルスイッチと、全てのセンサまたはアクチュエータに対するただ１つのコネクタ
とが設けられていてよい。圧縮空気接続のために、特に急速継手が適しており、これによ
って、圧縮空気接続部を即座に形成することができる。選択的に、容器内に撹拌機構が設
けられている。この撹拌機構も同じく圧縮空気を介して運転可能であってもよい。付加的
に、温度フィーラが容器内に設けられていてもよいし、カートリッジヒータが容器内に挿
入されていてもよい。
【００２８】
　本発明によって、特に添加剤の高い交換周波数でのポリウレタン設備の運転時にコスト
利点が提供される。所定の設備での全着色剤交換を数分の範囲内で達成することもできる
。その後、調量装置の洗浄による環境負荷は生ぜしめられない。また、分解後の着色剤容
器のクリーニングが不要となる。さらに、チクソトロピ材料もフォロワプレートで処理可
能となる。
【００２９】
　以下に、本発明を１つの例につき添付の図面に相俟って詳しく説明する。
【００３０】
　図３には、フローチャートの形で本発明による添加剤調量装置が示してある。この場合
、符号１０を備えた枠によって、カートリッジが示してあり、符号１２を備えた枠によっ
て、カートリッジのための駆動モジュールが示してある。カートリッジ１０は容器１４を
有している。この容器１４は急速接続部によって、圧縮空気管路１６と圧力調整器１８と
を介して外部の圧力媒体源に連結可能である。さらに、圧力媒体供給部の領域には、圧力
センサ２０と空気抜き栓１１とが設けられている。圧縮空気管路１６は分岐部を有してい
る。この分岐部は、容器１４の内部に配置された撹拌機構のための駆動装置に通じている
。したがって、撹拌機構は圧縮空気によって駆動可能となる。撹拌機構は、容器１４内の
着色剤を混合するために働く。
【００３１】
　内部に着色剤が配置された容器１４から、着色剤を取り出すことができ、充填弁を介し
て調量ピストンユニット２６に供給することができる。この調量ピストンユニット２６は
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カートリッジ１０内に組み込まれていて、駆動モジュール１２なしに備え付けられている
。この駆動モジュール１２は、運転のためにカートリッジ１０に載着することができる。
調量ピストンユニットに設けられたピストンが駆動モジュールによって操作されると、シ
リンダ内に集められた着色剤が、たとえば２５０ｂａｒの圧力で高圧フィルタと流入通路
３６とを介して着色剤ノズル４０にもたらされ得る。この着色剤ノズル４０から、着色剤
が、規定された運転位置で混合ヘッド（図示せず）内に噴射される。
【００３２】
　別の運転位置では、着色剤が戻し管路３８を介して再び着色剤容器１４に戻され得る。
着色剤ノズルは少なくとも２つの運転位置で運転可能である。この場合、これらの位置は
ハイドロリック供給部４１を介して達成される。
【００３３】
　内部に着色剤が着色剤ノズルによって供給され、その他の反応性の成分と混合される混
合ヘッドは図示していない。
【００３４】
　別個の駆動モジュール１２は電動式のモータを有している。このモータによって、場合
により伝動装置を介在して、ピストンの軸部を上下に操作することができる。
【００３５】
　図１および図２には、図示の構成で電気的に駆動される駆動モジュールがカートリッジ
にどのように載着されるのかを認めることができる。カートリッジしか示していない図１
には、４つのロッド３３が設けられている。これらのロッド３３には、駆動モジュール１
２がロック可能に差被せ可能である。ロッド３３への駆動モジュール１２の差被せ後、ピ
ストンの軸部３１が駆動モジュールに結合され得る。この駆動モジュールの運転によって
、ピストンをピストンロッドによって前後に摺動させることができる。これによって、混
合ヘッド内への着色剤ノズル４０による着色剤噴射が行われる。
【００３６】
　図２には、さらに、スタンド５０へのカートリッジの取付けが示してある。
【００３７】
　カートリッジ自体には、さらに、レベルスイッチが設けられている。このレベルスイッ
チは、容器１４がある程度まで空にされている場合に報知する。その後、読み出すことが
できる信号が発生させられる。
【００３８】
　本実施例では図示していないが、容器１４に設けられた温度センサと、容器を温度調整
するためのカートリッジヒータとが配置されていてよい。この場合、全ての接続部、特に
電気的な接続部が、ただ１つのスイッチの形で設けられていることが有利であると分かっ
た。こうして、カートリッジが比較的迅速にかつ容易に組付け・取外し可能となる。
【００３９】
　全体的に、本発明は、ポリウレタン設備に用いられる種々異なる添加剤の交換に対する
迅速な可能性を提供する。また、これによって、種々異なる着色剤または別の添加剤の提
供に対するコストも低減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明による添加剤調量装置のカートリッジの概略的な斜視図である。
【図２】保持装置内に挿入された、載着された駆動装置を備えたカートリッジの概略的な
斜視図である。
【図３】本発明による添加剤調量装置のフローチャートを示す図である。
【図４】公知先行技術による添加剤調量装置のフローチャートを示す図である。
【図５】図４に示したような添加剤調量装置の概略的な斜視図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１０　カートリッジ、　１１　空気抜き栓、　１２　駆動モジュール、　１４　容器、
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　１６　圧縮空気管路、　１７　保持装置、　１８　圧力調整器、　２０　圧力センサ、
　２２　レベルスイッチ、　２６　調量ピストンユニット、　３１　軸部、　３３　ロッ
ド、　３６　流入通路、　３８　戻し管路、　４０　着色剤ノズル、　４１　ハイドロリ
ック供給部、　５０　スタンド、　１００　着色剤容器、　１０４　温度調整機器、　１
０６　ピストン・シリンダ調量ユニット、　１０８　駆動装置用ハイドロリック装置、　
１１０　駆動装置

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】
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